
（別紙３）

～ 2025年　2月　24日

（対象者数） 15 （回答者数） 13

～ 2025年　1月　31日

（対象者数） 8 （回答者数） 8

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・放デイの長期休暇の時期は支援員全員での振り返りの時間

を作ることが難しいので支援員個々で必要なことを引継ぎし

たり話し合っていく。

2

専門職の支援員がメインで行っているのでそれ以外の支援員

とも情報共有して共通で理解し、専門職以外の支援員が入っ

ても出来る課題プログラムも作成して支援に繋げていきたい

。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・日々の振り返りや児童ごとの情報ファイルを有効活用して

共通理解を更に行っていく。

2

3

・マンツーマン対応をすることで一人一人に寄り添った支援

を提供できている。

・支援後に支援員同士で振り返りの時間を作りその日の支援

での疑問点や悩みなどを共有してその日に解決出来るように

している。

・NCプログラム・SPプロファイル・子どもの行動に関する基

礎調査票など評価をしながら子どもに合った支援を提供して

いる。

・NCプログラムなど評価した後で課題プログラムを作成し、

それを使用して誰が支援に入っても同じベクトルで支援して

児童の混乱がないように気を付けている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・支援員の担当が固定化しやすいのであまり担当したことが

ない児童の担当になった時に児童の特性や支援についてしっ

かりとした引継ぎが必要。

・マンツーマン対応のため担当が偏りやすい。

２０２５年　1月　20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援・放課後等デイサービス　アトリエさくら

○保護者評価実施期間
2025年　２月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


